




























た。ピッチストライド比をもとに、14試技をピッチ型 7試技（SF type）およびストライド型 7試技（SL 
type）に分類し、t検定を用いて比較した。
















































を、それぞれ 0 -100％ ､  100-200％ ､  200-300％となるように時間で規格化した。ピッチおよびストライド
から身長の影響を排除するため、ピッチ指数（SF index）およびストライド指数（SL index）を算出した。








ルクおよびパワーのピークは SL indexと関連していなかったが、SL indexが高いほど、股関節屈曲開始後
に股関節屈曲トルクが大きい局面がみられ、股関節屈曲トルクパワーのピーク出現が早かった（r=-.759）。
これらは、股関節屈曲角速度を早期に高める要因の 1つであったと考えられる。つまり、大きいストライ
ドには、股関節まわりのトルクやパワーが発揮されるタイミングが関連していると考えられる。
Ⅴ．総括
本研究の結果から、疾走速度を高める上で、主にピッチの向上を目指す場合は、支持期に下肢関節の伸
展を小さくすることや、股関節まわりの筋群を強化することが必要であり、ストライドの増大を目指す場
合は、足関節スティフネスを高めるトレーニングに加え、股関節の早期屈曲を促すために、股関節を屈曲
させる力発揮のタイミングを改善する必要があると考えられる。接地時の下肢後方スイング速度を高める
ことは、ピッチとストライドのどちらの改善を目指す場合であっても、必要なことであるだろう。
以上のように、疾走速度を高めるために、主な課題がピッチの向上である場合とストライドの増大であ
る場合それぞれに対して、有用な知見が示された。これらは、陸上競技の短距離種目に限らず、短距離走
を用いる他の競技おいても、選手の疾走タイプに応じたトレーニングや指導を行うための一助となるであ
ろう。
